
食物アレルギー・アナフィラキシー発症時の対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※症状の程度はあくまでも目安であり、個々の症状により個別に判断して対応すること 

           白山市学校教育課へ一報を入れる（学校教育課 TEL０７６－２７４－９５７１ 

児童生徒の異変に気づく（発見者） 

児童生徒には普段から、

症状が起こりそうになった

ら周囲の大人に知らせる

ように指導する 

人（応援）を呼ぶ 

養護教諭・担任・管理職へ連絡 

症状の確認 

・即時型は、食後５分～２時間程度、

特に３０分以内に生じることが多い。 

・短時間で急変することもあるので、

軽度であっても経過観察が重要 

【はじめに現れやすい症状】 

かゆみ・じんましん・咳 

口唇や瞼の腫れ、吐き気、嘔吐、 

腹痛など 
運動により、症状が悪化することがあるため、体育など

体を動かす学習は控える 

          【児童の状態】                     【初期対応】 

・アレルギーの原因となるものを口にした    →  できるだけ吐かせ、口をすすがせる 

・アレルギーの原因となるものが皮膚についた→  その部位をよく洗い流す 

【症状の現れ方と対応例】    ※対応については、個別の対応票を確認すること 

皮膚症状 

消化器症状 

粘膜症状 

呼吸器症状 

循環器症状 

神経症状 

部分的なかゆみ 

赤み・じんましん 

全身性の症状 

強いかゆみ 

唇、まぶたの腫れ 

口にかゆみ、違和感 

顔全体の腫れ 

喉のかゆみ、違和感 

しめつけられ感 

声枯れ、飲み込みづらさ 

弱い腹痛 

嘔吐１回 

腹痛、複数回の 

嘔吐 

強い腹痛・下痢 

繰り返す嘔吐 

くしゃみ・鼻水 

咳 
連続した咳 

息苦しい、チアノーゼ 

ヒューヒューゼーゼー 

だるさ 明らかに元気がない 
ぐったり、冷や汗 

意識レベルの低下 

・目を離さず経過観察 

・保護者へ連絡 

・内服薬 

・急変に注意 

・目を離さず経過観察 

・保護者を呼ぶ 

・内服薬 

・エピペン注射を考慮 

・保護者を呼ぶ 

・エピペン注射 

・AEDを準備する 

・救急車要請 

※保護者と連絡がつか

ない場合→状況に応じ

て、内服薬・エピペンを

注射する 

児童を一人にしない 

処方されている内服薬を取

りに行かせる 


